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申
告
が
必
要
な
人

申
告
書
の
記
入

申
告
に
必
要
な
も
の

平
成
２０
年
度
の
市
・
県
民

税
の
変
更
に
つ
い
て

確
定
申
告
が
必
要
な
人

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
下
さ
い

確
定
申
告
会
場

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日１１：５０～正午放送／『徳島市NOW』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

2月1日2008
平成２０年１月１日現在

（前月比）

人 口 ２６０，５０７人（＋７）
男 １２３，９１６人（－１９）
女 １３６，５９１人（＋２６）

世帯数 １１０，２１３世帯（＋３６）
面 積 １９１．３９�

（ホームページ）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/
（携帯）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/i/ No．７７６

平
成
２０
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、

平
成
１９
年
中
の
所
得
か
ら
算
出
さ
れ

る
た
め
、
昨
年
の
中
途
で
退
職
し
現

在
所
得
が
な
く
て
も
、
昨
年
１
月
１

日
か
ら
退
職
す
る
ま
で
に
受
け
た
給

与
な
ど
の
所
得
が
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。
一
方
、
こ
と
し
就
職
な
ど
に

よ
っ
て
所
得
が
あ
っ
て
も
、
昨
年
所

得
が
な
か
っ
た
人
は
、
平
成
２０
年
度

の
市
・
県
民
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
２０
年
１
月
１
日
現
在
、
徳
島

市
内
に
住
所
が
な
い
人
で
も
、
市
内

に
事
務
所
・
事
業
所
や
家
屋
敷
な
ど

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
均
等
割
を
納

め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２０
年
１
月
１
日
現
在
、
徳
島

市
内
に
住
み
、
平
成
１９
年
分
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
し

な
い
人
で
、
平
成
１９
年
中
に
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▼
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
に
所

得
の
あ
っ
た
人

▼
給
与
所
得
者
で
、勤
務
先
か
ら
市
に

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
な
い
人

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
の
所
得
の

あ
る
人
で
、所
得
税
の
か
か
ら
な
い
人

▼
給
与
所
得
や
年
金
所
得
だ
け
の
人

で
、
医
療
費
控
除
・
雑
損
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

（
年
金
所
得
だ
け
の
人
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
料
控
除
・
配
偶
者
特
別
控

除
な
ど
も
申
告
が
必
要
で
す
）

申
告
書
は
、
「
申
告
の
手
引
」
を

よ
く
読
ん
で
、
納
税
者
ご
自
身
で
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
届
か
な
か
っ
た
人
で
、

申
告
の
必
要
な
人
は
、市
民
税
課（
市

役
所
２
階
）
ま
た
は
各
支
所
に
あ
る

申
告
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

﹇
簡
単
・
便
利
な
郵
送
申
告
﹈

市
で
は
、
郵
送
で
の
申
告
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
送
付
す
る
申
告
書

に
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
申
告
書

は
２
月
５
日
発
送
予
定
）。

①
市
・
県
民
税
申
告
書
②
印
鑑
（
認

め
印
・
朱
肉
使
用
）
③
平
成
１９
年
中

の
所
得
計
算
に
必
要
な
帳
簿
・
領
収

書
・
給
与
明
細
・
源
泉
徴
収
票
な
ど

④
平
成
１９
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健

康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、
介

護
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
医
療
費

な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書
な
ど

﹇
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴

う
経
過
措
置
の
全
廃
﹈

公
平
に
負
担
を
分
か
ち
合
う
と
い

う
観
点
か
ら
、
平
成
１８
年
度
に
廃
止

さ
れ
た
老
年
者
非
課
税
措
置
の
経
過

措
置
が
全
廃
さ
れ
る
た
め
、
全
額
課

税
と
な
り
ま
す
。

﹇
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
﹈

損
害
保
険
料
控
除
が
見
直
さ
れ
、

新
た
に
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ

れ
ま
す
。
地
震
保
険
料
を
支
払
っ
た

場
合
に
平
成
２０
年
度
か
ら
市
・
県
民

税
の
控
除
の
対
象
（
控
除
限
度
額
２

万
５
千
円
）
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
１８
年
１２
月

３１
日
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
長
期
損
害

保
険
契
約
は
、
従
来
ど
お
り
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
短
期

損
害
保
険
料
控
除
は
控
除
対
象
か
ら

外
れ
ま
す
。

﹇
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
の
創
設
﹈

対
象
者
は
次
の
①
②
を
満
た
す
人

①
平
成
１１
年
か
ら
平
成
１８
年
ま
で
に

入
居
し
た
人
で
、
既
に
所
得
税
の
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受

け
て
い
る
人

②
税
源
移
譲
の
影
響
で
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
い
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
額
が
発
生
し
た
人

※
申
告
期
間
は
３
月
１７
日
�
ま
で

市
・
県
民
税（
地
方
税
）や
所
得
税（
国
税
）な
ど
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。税
金
は
、国
や
地
方
自
治
体
の
財
政

を
支
え
る
財
源
で
あ
り
、福
祉
・
教
育
・
道
路
整
備
な
ど
の
市
民
生
活
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
と
し
の
申
告

期
間
は
、２
月
１８
日
�
か
ら
３
月
１７
日
�
ま
で
で
す
。税
金
を
公
平
に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
忘
れ
ず
、お
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

申
告
受
け
付
け
は
２
月
１８
日
〜
３
月
１７
日

市
・
県
民
税

﹇
市
役
所
２
階
市
民
税
課
﹈

申告はお早めに（市役所２階市民税課）

年金受給者などの確定申告相談会を開催
公的年金などを受給している人で源泉徴収税額のある人を対象に、税理士

による「確定申告相談会」を開催します。
［とき］２月１２日�～１４日� ９：００～１２：００、１３：００～１６：００
［ところ］市役所南館４階 理事者控室
［必要書類］①確定申告書（送付されていない人は当日交付）②公的年金の源
泉徴収票③印鑑④本人の預金口座番号が分かるもの⑤平成１９年中に支払っ
た生命保険料・個人年金保険料・地震保険料などの証明書、健康保険料・介
護保険料・医療費などの領収書⑥社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書など
［問い合わせ先］四国税理士会徳島支部（�６２３－０４２４）、市民税課（�６２１－
５０６３・５０６４・５０６５）

平
成
１９
年
分
の
所
得
税
・
贈
与
税

の
確
定
申
告
は
、
３
月
１７
日
�
が
申

告
・
納
付
の
期
限
で
す
（
※
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
は

３
月
３１
日
�
）。

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
人
で
、
平
成
１９
年
中
の
所
得
の

合
計
額
が
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
人

▼
給
与
所
得
者
で

◇
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え

る
場
合
◇
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら

も
ら
っ
て
い
る
場
合
◇
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
（
地
代

・
家
賃
・
原
稿
料
な
ど
）
の
合
計
額

が
２０
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
確
定

申
告
書
を
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://
w
w
w
.nta.go.jp

）

●
郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出＝

作
成
し

た
申
告
書
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙

で
出
力

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
提
出＝

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）

﹇
会
場
﹈ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
（
山
城

町
東
浜
傍
示
１
）

﹇
期
間
﹈２
月
１
日
�
〜
３
月
１７
日
�

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、

２
月
２４
日
・
３
月
２
日
の
日
曜
日
は

実
施
し
ま
す
）

﹇
受
付
時
間
﹈９
時
〜
１６
時

な
お
、
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署

庁
舎
内
で
は
申
告
会
場
を
設
け
て
い

ま
せ
ん
。

所
得
税
な
ど

﹇
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま（
山
城
町
）﹈

平成２０年４月からの広告を募集します

徳島市では、新たな財源確保と地域経済の活性化を図るため、さまざまな広告事業を実
施しています。なお、詳細は、市ホームページに掲載（各申込書はダウンロード可）。

ホームページのバナー広告

［掲載するページ］徳島市ホームページのトップページ
（http : //www.city.tokushima.tokushima.jp／）
［掲載位置］トップページの右上段に掲載
［広告掲載料］１枠あたり月額２０，０００円（税込み）
［広告掲載枠数］６枠
［申し込み方法］所定の広告掲載申込書を２月１５
日�（郵送の場合は必着）までに広報広聴課（市役
所９階）に提出
［問い合わせ先］広報広聴課（�６２１－５０９１）

市役所本庁舎エレベーター広告

［掲載場所］本館西側エレベーター４基の内部壁面（B２・A２ポスターサイズ）
［広告掲載料］月額１３，２００円から、入札により決定
［広告掲載数］３社
［申し込み方法］所定の広告掲載申込書を２月１５日�（郵送の場合は必着）までに管財
課（市役所７階）に提出
［問い合わせ先］管財課（�６２１－５０５５）

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
税
務
署
�

（
６
２
２
）４
１
３
１

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈市
民
税
課
�

（
６
２
１
）５
０
６
３
〜
５
０
６
５

発行：徳島市（毎月１日・１５日発行） 〒７７０‐８５７１ 徳島市幸町２丁目５ �（０８８）６２１‐５１１１（代表）
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──── 内 町 ────

──── 新 町 ────

──── 西 富 田 ────

──── 東 富 田 ────

──── 昭 和 ────

──── 渭 東 ────

──── 渭 北 ────

──── 佐 古 ────

──── 沖 洲 ────

──── 津 田 ────

──── 加 茂 名 ────

──── 加 茂 ────

──── 八 万 ────

──── 勝 占 ────

──── 多 家 良 ────

──── 上 八 万 ────

──── 入 田 ────

──── 不 動 ────

──── 川 内 ────

────応 神 ────

──── 国 府 ────

──── 南 井 上 ────

──── 北 井 上 ────

作作
成成
かか
らら
活活
用用
まま
でで
のの
流流
れれ

徳
島
市
の
平
成
１８
年
度
の
老

人
医
療
受
給
者
は
２
万
７
９
９

４
人
で
、
受
給
対
象
年
齢
の
引

き
上
げ
（
平
成
１４
年
１０
月
か
ら

は
対
象
年
齢
が
７０
歳
か
ら
７５
歳

に
変
更
）
に
よ
り
減
少
し
ま
し

た
（
表
１
参
照
）。

ま
た
、
平
成
１８
年
度
の
老
人

保
健
医
療
費
は
２
４
６
億
２
８

４
７
万
円
と
な
り
、
介
護
保
険

制
度
の
導
入
に
よ
り
平
成
１２
年

度
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
表
２
参
照
）。

し
か
し
、
徳
島
県
全
体
と
比

較
す
る
と
、
徳
島
市
の
一
人
当

た
り
の
老
人
保
健
医
療
費
は
高

い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す

（
表
３
参
照
）。

今
後
は
、
高
齢
化
や
、
医
療

技
術
の
高
度
化
が
進
む
こ
と
な

ど
か
ら
、
医
療
費
は
増
加
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
切
な
医
療
費
で
す
。
一
人

一
人
が
普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
や
適
度
な
運
動
で
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
か
か
っ
た
医
療
費
に
関
心

を
持
ち
、
適
正
な
医
療
を
受
け

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

各各各各各各各各各各各各各各地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区のののののののののののののの民民民民民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生生生生生委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・・・・・児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員、、、、、、、、、、、、、、主主主主主主主主主主主主主主任任任任任任任任任任任任任任児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんん 徳
島
市
の

老
人
医
療
費
の
状
況

〜
健
康
づ
く
り
と
適
正
な
医
療
で
抑
制
を
〜

平成１９年１２月１日に民生委員・児童委員の一斉改選が全国で行われ、徳島市では次の皆さんが厚生労
働大臣・県知事から委嘱されました。お住まいの地域の民生委員・児童委員、主任児童委員に相談・連絡を
ご希望の際は、福祉課（�６２１－５１７５）までお問い合わせください。
印なし＝民生委員・児童委員 ○＝主任児童委員

四宮 裕之 八木 藤子 田上加代子
中田 博昭 三好 一朗 豊田すみ子
中西 �晴 大� 和久 守田 久美
黒津 由紀 三浦 範子○高橋 美子

○喜多さおり

泉 隆治 安田 正勝 矢田 直子
後藤 正暁 柏木 美和 大西 広子
児島 琴子○神野八重子○瀬部 弘美

根耒 純子 渡邊 澄子 木下 治代
村井 純子 野田 収蔵 若井 信宏
舟越登喜子○石橋 典子○松浦 通代

玉野 陽子 �部 博昭 松内 富惠
庄野 允教 三谷 早苗 福田 博昭
木村 嘉昭 佐々木善子 高須賀 勝
齋川 篤美 瀬尾 捷征 平岡 安三
三宅 博文 清水 信正 池本 陞
竹原 修二○谷川 雅男○松村 裕子

鈴木 善次 小林 恒明 大村 �子
山田 初子 福井 和代 杉本恵理子
海野 由季 裏辻美智子 廣� 陽一
朝日奈清一 中川 順市 廣瀬 功
中村 富代 安藝 勝行 伊祁美代子
富田 �明 森 須美子 四宮 洋子
宮崎 功○山口 夫美○船橋つや子

炭谷 惠子 中嶋 修三 竹内 和明
小泉 榮昭 池内 卓雄 船越賀代子
佐野 豊子 木内 正起 山口 襄
中江 敦子 河野 正和 今田 ゆり
佐藤 朱實 小原 正昭 吉永 房子
北原 邦夫 藤井 延子 近藤都美子
浜田 耕市 岡部 一美 平岡 節子
川� 晁子 尾田多美子 池住 誠也
長野 好晴 住友千鶴代 �原 曉
赤井 宏美 阿部 芳江 佐野 實

○美馬 由美○吉崎 千代

古川 勝也 松村満里子 �田 哲夫
中尾 明子 一乗 君代 武知 治子
西野加代子 前林 恵子 樫原久美子
井内 和子 八木 貴美 酒井 昌子
森 敏之 富浦 祥行 香川 茂子
橋本 良子 伊勢 悦子 岩田 忠男
志摩萬壽子 宮島 始 里見 正威
篠原 瑞代 河野 治世 秋山 尚子
阿部 利子 田中 和子 三谷 啓子
森野 悦次 松尾 和清 細井冨美恵
四宮 通治○布川美惠子○落久保良江

岡田 聖子 三浦 敏志 長谷部逸子
長尾 福子 木村 �一 板東 宏子
杉本 文男 山中 良枝 樫原 弘
�橋 弘 小笠原公子 山口 明美
黒松 公子 古庄 豊美 耒島しげ代
山本 和江 石井 忠正 前川 雅一
高橋 貞枝 井上 幸子 郡 容子
�倉 晧良 四宮 良昭○中納 公樹

○鈴木久美子

伊丹 幸子 秦野 庸 �橋 岑子
岡山 利昭 松永 正三 手城美代子

服部 充子 岡田 淳一 竹内 智子
長篠 勝廣 川田美由紀 田中 明子
湊 美知子 村木 壽惠 丸山チヨ子
藤本 良輔 齋藤 慶子 �津 春美
森 �子 藤本 博文 松下 徹
暮石 洋 森本アヰ子 佐藤 岩夫
井原 洋子 藤井 幸子 伊月 康江
三木 洋子 多田羅玉枝 佐野 芳冨

○戎 芳郎○間嶋 早余

石丸 道子 楓 重隆 東 通代
張 和恵 宇野 多惠 渡邊 敏子
池村 信男 濱口 �江 桝田 良子
田上 幸男 米津 富治 小森 多佳
森 明美 泓 恒 松江 公代
小森 沢江 林 英司 谷口 俊治
戸倉洲滿子 平田 茂 島田 壽子
大津 勝治 環 紘 奥田 亨
金子 洋子 清崎 邦博 長田 友子

○松口 正導○三木 満里

野口 淑子 小西まつ子 曵沼 芳子
長澤 良治 上地 祥子 山田 覺
原田 治郎 吉本 美鈴 笠井美知子
吉富 都 浦上 脩 田原 孝子
岡山喜代美 林 勇 佐藤 明恵
近藤 �恭 田村チヅ子 坂尾 浩二
森 政代 岡山 智子 後� 博
岩田八重子 中村 隆俊 岡本 博之
木村志津代 宮本 昌美 若林 昌裕
荻野 純子 若松 友子 濱井 �治
山本 陽子 森本 弘二 早渕 博之
横関 義美 西岡 啓子 大家 隆
松谷 和子 早渕 敏弘 小倉惠美子
桑山 泰子○亀谷 元子○山崎 曉子

○佐々木 顯

圓藤美惠子 南 育子 松原 �枝
名賀 幸子 橋村 正晴 木村 圭佑
小西 康文 戸村 �� 尾上 章代
長野 耕治 國岡 敏男 新居知惠子
谷本 充子 山本喜代治 佐藤 �夫
朝川 輝代 林 浩子 能田 義弘
�原 明子 葉坂 實 久米 惠二
元木チエ子 阿部 靖司 長岡 継代
佐藤 和子 杉原 孝雄 勝命 精一
岡田 正雄 伊月 勝廣 清水 博子
大泉 久三○岡島 慶子○浮津博千代

栗尾 佳子 上地 和代 小笠 美弥
田中 旭 木村 拡史 山口 正子
齋藤 �子 富塚 秀子 上野由美子
耒見 孝子 岩�規佐子 木村洋一郎
松原 雅子 喜多 延行 阿部 史代
富田 正美 松本 迪子 塩田 昭
山口 正信 佐野 敦子 浅野 保子
吉松 博子 �谷 勝久 大野 裕子
清水 公斉 玉田 玄子 舟越二三夫
二宮 治海 濱口 幸一 小	 朝子
矢田 嘉昭 米田 忠 濱田 律子
竹内 將師 椎野 國子 橋川ミサ子
�木 暁子 小林 信明 宮本 克子
露口 榮子 中野 雅美 藤井 悦子
秋田 孝○田中 妙子○岩本 方克

○神原 敏子

寺井 友子 猪内 良重 山田 利明

 俊浩 原 智恵子 田福 理子
兼間 ゆめ 福原 純子 後東 容子
天野 和子 木村 節子 �島 伸一

矢野 美男 �佐 幸子 瀬戸 雅美
西 幸男 岩内 利信 保岡 千里
増井 秋雄 東野 準子○中野 佳子

○辻 英雄

石川 隆義 岩野 勝 藤本アキミ
伊勢ひとみ 沖 ヒロ子 森 祥順
服部 徹龍 河野 文夫 山田 紀子
西野 博幸 櫻川 和子 北台 浩子

○分木 育代○小西 由美

朝日 知子 宮久保 等 長倉 和枝
�野美稔子 植田 悦子 佐々木 瞳
鎌野規佐子 �内登美子 久保 昭
井坂 直江 相田 伸二 山口 博子
中林 正人 川人 佳子 松島 豊明
谷川 敏樹 �木志保美 谷井美年子
飛鳥 淨治 佐々木幸子○藤本美惠子

○西岡美沙子

小山 幸美 坂東千鶴子 坂東 弘
林 恵子 坂東 義仁 森 秀男

○森出 輝子○佐藤 俊子

渡邉 政弘 上原奈津代 矢野 猛
堀 勝義 井原 福江 山本 喜造
藤坂 昭博 大野真利子 井原 �子
�原 明美 松本 則子 宮城 豊子

○井坂眞理子○田中 秀美

井上 昭 中島 文子 井下 純子
中川 �男 多田 洋子 �野早智子
後藤 孝夫 平田 秀子 加賀見さだ子
島田 謙一 岩朝 弘子 岡本 英子
手塚 満恵 松岡 秀典 坂東 公子
�橋 利之 中田 道昭 三木 浩
安倍 昭子 森本 勝 竹内 純子
川口夫佐子 松岡 利幸○植田美惠子

○鈴木八千子

安藝 京子 鴻池 通子 �畠 元治
春田 和子 中川 政彦 中川 茂
齋藤 義公 廣永 典子 近藤 �二
吉田 尚志 品山 昌美 日下 昭子
岡島ふみ子 齋藤 武彦○森岡 幸恵

○竹内 直子

以西 弘子 長谷川 大 岩野 理孝
幸田 勝 川野 裕 今井 雅子
友竹 福一 高松 輝子 西山 健治
今川 公子 坂東 �晴 立石 輝冶
三好美沙子 岡本 政和 福家 通
横山 愛明 三木田利明 村瀬 健

○岩根 光隆○野々瀬正文

坂東 宏雄 西川 顯二 榎本 節子
岡本 好民 西口 秀信 堀 博文
伊澤 實 松本 悦子 長田 憲典

○田村 往子○三澤 京子

久米 秀生 七條 和之 田村 朶
中村 久子 中川美千代 山下 和子
阿部 任 美馬 正幸 関野 啓子
行譜 文夫○宮本 孝江○篠原マサ子
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迎
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わ
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。
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あ
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だ
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し
ま
す
。

１

市
内
の
保
育
所
（
園
）、公

立
幼
稚
園
、
徳
島
市
教
育
研
究

所
、
学
校
教
育
課
（
市
役
所
１１

階
）
の
い
ず
れ
か
で
「
就
学
支

援
シ
ー
ト
」
を
受
け
取
り
、
保

護
者
の
意
思
で
、
作
成
を
開
始

す
る
。

２

お
子
さ
ん
の
成
長
・
発
達

の
様
子
や
支
援
方
法
、
配
慮
点

な
ど
を
保
護
者
が
記
入
し
、
保

育
所
や
幼
稚
園
に
持
参
す
る
。

３

保
育
所
・
幼
稚
園
は
保
護

者
と
相
談
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
支
援
の
様
子
を
記
入
す
る

（
療
育
等
関
係
機
関
に
記
入
を

依
頼
す
る
場
合
は
、
保
護
者
が

依
頼
先
へ
持
参
す
る
）。

４

就
学
先
が
決
ま
っ
た
ら
、

入
学
式
ま
で
に
保
護
者
が
小
学

校
な
ど
に
提
出
す
る
（
保
育
所

・
幼
稚
園
を
通
じ
て
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
る
）。

５

小
学
校
な
ど
は
、
「
就
学

支
援
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
一

人
一
人
の
特
性
に
応
じ
た
支
援

に
努
め
る
。

～支援が必要なお子さんを応援～

ごご活活用用くくだだささいい
「「就就学学支支援援シシーートト」」

保健センター
（ふれあい健康館内）

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９２月の無料相談

女性センター（アミコビル４階）

＊※は予約制で、６日�８：３０から電話でのみ予約
受け付け。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談
室でも実施。［とき］２０日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１０日	・２４日	１０：００～１２：００

※は保健師・栄養士、他は医師が相談に応じます。
※託児あり
（１歳～就学前まで。要申し込み）

＊上記以外の健康相談は、健康相談室で随時
実施しています（ただし、午後は要予約）。

表１老人医療受給者数の推移（単位：人）
対前年度伸率
３．９６％
４．２０％
６．４５％
△２．３６％
△４．８１％
△４．８７％
△４．９６％

受給者数
２９，９７０
３１，２２９
３３，２４２
３２，４５６
３０，９６７
２９．４５７
２７．９９４

平成１２年度
平成１３年度
平成１４年度
平成１５年度
平成１６年度
平成１７年度
平成１８年度

《女と男生き方相談》
�６２４－２６１３
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

１８：００～２０：００
１日
・６日�
８日
・１３日�
１５日
・２０日�

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）

《専門員による相談》［対象］市内在住の人
１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

１３：００～１６：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１３・２０・２７日�
４日�
５・１９日�
７・２１日
毎週月・金曜
毎週火曜
２８日

１４日

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
社会保険労務士
（ 年 金 相 談 ）

心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００
１０：００～１２：００
１３：００～１５：００
１０：００～１２：００

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

１２日�
２０日�
１２日�
２０日�

２６日�

２７日�

一 般 健 康 相 談
認 知 症 予 防 相 談
家族などの介護を
行う人の健康相談
糖 尿 病 相 談
禁 煙 支 援 相 談
生活習慣改善相談※

《栄養士による栄養相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住の６４歳までの人【要予約】

９：００～１２：００
１３：００～１５：００

１３日�
２０日�
２７日�

生活習慣改善栄養相談※

﹇
問
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徳島市は、個人情報の取扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。徳島市は、個人情報の取扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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とくしま植物園「雑草いけばな教室」

市立保育所の臨時保育士

市立保育所短時間勤務の保育士

講演会「しびれを感じたら要注意！
～糖尿病神経障害」

応急手当の実技講習会

くらしの講座

勤労者福祉サービスセンターの愛称

赤ちゃん誕生記念品の制作

ウオーキング教室

時間

１０：００～１１：３０

実施日

２／１３�
雨天時：２／２０�

２／２１�
雨天時：２／２８�

場所

文化の森
総合公園（噴水前）

徳島中央公園
（鷲の門前）

市立図書館
〈２月のおはなし室プログラム〉

エネ博２００８in四国

さくら作品展

ふれあい健康館の催し

国民健康保険料の
特別徴収を実施

障害者控除対象者認定書の交付

第８回特別弔慰金請求を
受け付け

物品納入業者の登録申請を
追加受け付け

鳥インフルエンザの
発生予防にご協力を

農地の貸し借りの申し出を受け付け

麻しん風しんの予防接種は
お済みですか？

放送大学の４月入学生

福祉課からのお知らせ

申…お申し込み方法 問…お問い合わせ先

２月２４日�１０：００～１２：００。とくしま植
物園緑の相談所で。内容は、草花を使った
コサージュ作りと早春雑草いけばな。講師
は高木一洋さん。対象は市内在住または在
勤の人。定員は２０人（抽選）。受講料７００円
（材料費込み）。
申往復はがきに教室名、住所、名前、年
齢、電話番号、返信あて名を記入し、２月
１０日�（必着）までに、とくしま植物園緑
の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－
１ �６３６－３１３１）へ。徳島市ホームペー
ジ「電子申請」からも申し込み可。

市立保育所に勤務する臨時保育士を若干
名募集。対象は保育士証を持つ人で、採用
は随時。日給７，２５０円。

市立保育所に短時間（１日３時間）勤務
する保育士を若干名募集。対象は保育士証
を持つ人。採用は随時。日給３，４００円以内。
申いずれも履歴書を持参し保育課（市役
所南館２階 �６２１－５１９５）へ。

２月２３日�１３：３０～１５：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）第２会議室で。講師は川
島病院医師・深田義夫さん。定員は８０人（先
着）。受講は無料。
申保健センター（�６５６－０５３１）へ。

２月１７日�１３：００～１６：００。西消防署（庄
町１）で開催。人工呼吸法や胸骨圧迫、AED
の取り扱いなど。受講は無料。
申西消防署（�６３１―０１１９）、東消防署（�
６５６―１１９５）へ。

２月１８日�１３：３０～１５：００。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマは「スポ
ーツ栄養学を食卓に」。講師は管理栄養士・
山上文子さん。定員は４０人（先着）。
申消費生活センター（�６２５－２３２６）へ。

徳島市勤労者福祉サービスセンターの愛
称を募集。採用者には賞品。
申はがき（１枚につき１点）に愛称、愛称の由
来、名前（ふりがな）、郵便番号、住所、年齢、電
話番号を記入し、２月１５日�（当日消印有
効）までに、徳島市勤労者福祉サービスセンタ

ー愛称募集係（〒７７０－０９４２ 昭和町３丁目
３５－１ �６１１－３３２２）へ。
問商工労政課（�６２１－５２２５）

２月１０日�９：００～１２：００、１３：３０～１６：３０。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足型は３カ
月児、手型は１歳児ぐらいから。定員は各１０人
（先着）。１個４，０００～５，０００円。
申徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

講師から楽しくウオーキングを続けるコ
ツを学べる教室。対象は、医師から運動制
限されていない人。準備物は運動しやすい
服装、タオル、帽子、リュックやウエスト
ポーチなど。申し込みは不要。

問保健センター（�６５６－０５３１）

▽２日�お話と絵本 ▽９日�腹話術 ▽１６
日�お話と手遊び ▽２３日�おんぶとだっこ
のふれあい遊び。各１０：３０～１１：００ ▽２４日�
エンジョイイングリッシュ。１０：００～１１：００。
いずれも参加は無料。
問市立図書館（�６５４－４４２１）

２月２日�１０：００～１７：００、３日�１０：００
～１６：００。アスティとくしまで。エネルギ
ー環境問題を楽しく体験学習できるイベン
ト。企業出展など盛りたくさん。入場は無料。
問四国経済産業局エネルギー対策課（�
０８７‐８１１‐８５３５）、環境保全課（�６２１‐５２１３）

市内２カ所で、徳島市と名東郡の公立中
学校特別支援学級の生徒の作品を展示。 ▽

ふれあい健康館１階きっかけ空間＝２月９
日�～１２日	９：００～２１：００（最終日は１３：００
まで。１１日は休館）。 ▽市役所１階国際親
善コーナー＝２月１３日�～１９日	８：３０～
１７：００（最終日は１４：００まで。土・日曜日は
除く）。いずれも入場は無料。
問教育研究所（�６２１－５４３２）

ふれあい健康館（沖浜東２）で。
◆節分を楽しもう＝２月３日�１４：００～
１５：３０。折り紙の赤鬼・青鬼作り、豆まき。
◆ふれあい朗読会＝２月１６日�１３：３０～
１５：００。テーマは「子どもたちへのプレゼ
ント～紙芝居～」。いずれも入場は無料。
問ふれあい健康館（�６５７－０１９０）

実施は４月から。対象年金種類は、介護
保険料で特別徴収対象になっている公的年
金。対象は、原則、世帯内の国保被保険者
全員が６５歳以上７５歳未満で、擬制世帯主（住
民票の世帯主が国保以外の健康保険の加入
者）でない世帯主。
問保険年金課（�６２１－５１５７）

障害者手帳の交付を受けていない６５歳以
上の人が、「障害者または特別障害者に準
ずる者」として認定を受けることにより、
所得税、市・県民税で所得控除の適用が可
能に。対象は、介護保険の要介護状態が「要
介護１」以上の人。
なお、認定は対象者全員ではなく一定の
基準あり。
申障害者控除対象者本人の介護保険被保
険者証と、申請者（本人または親族）の印
鑑（朱肉使用）を持参して、福祉課（市役
所南館１階 �６２１－５１７７）へ。

請求期間は３月３１日まで。対象は、市に
住民登録し、平成１７年４月１日現在、公務
扶助料または遺族年金などを受けている人
がいない戦没者の三親等内親族にあたる人
（ただし、戦没者死亡当時に生まれていた
こと）。
まだ、請求がお済みでない場合は福祉課
までお問い合わせを。
問福祉課（�６２１－５１７５）

徳島市が４月１日～平成２１年９月３０日に
発注する物品関係の指名競争入札参加資格
審査申請を追加受け付け。
申所定の用紙で２月２９日�までに、管財
課（市役所７階 �６２１－５０５５）へ。

養鶏農家や愛玩鳥を飼育している皆さん
は、感染予防のため、消毒を徹底し、飼育
場所を清潔に保ち、野鳥などの侵入にご注
意を。鳥には新鮮な水道水を与え、鳥の世
話をした後の手洗いやうがいの徹底を。な
お、飼育中の鳥類に異常が見られた場合は、
農林水産課または徳島家畜保健衛生所（�
６３１－８９５０）へご連絡を。
問農林水産課（�６２１－５２５２）

農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は、市街化調整区域内の農地で、借り手

は経営規模拡大を志向する農家。特徴は ▽

農地法の許可は不要で小作地所有の制限は
受けない ▽契約期間が過ぎれば離作料を払
うことなく確実に返してもらえる－など。
申貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持参し、２月１２日	ま
でに農業委員会事務局（市役所３階 �６２１
－５３９３）へ。

予防接種法の改正により、平成１８年４月
１日から、麻しんおよび風しんの予防接種
は混合ワクチンの２回接種に。１回目は生
後１２～２４ヶ月未満まで、２回目は小学校入
学前年度。２回目の対象（平成１３年４月２
日～平成１４年４月１日生まれ）で未接種の
人は、公費負担での接種は３月３１日までと
なるので、早めに委託医療機関で接種を。
問保健センター（�６５６－０５４０）

放送大学（生涯学習機関としてテレビ・
ラジオで授業を行う正規の大学）の入学生
を募集。募集期限は２月２９日�（必着）。
問放送大学徳島学習センター（�６０２－０１５１）、
社会教育課（�６２１－５４１７）

◆乳幼児などの医療費助成制度の医療費
請求書が不要に
乳幼児等医療費・重度心身障害者医療
費・母子家庭等医療費助成制度の受給者
で被用者保険加入の人は、これまで保険
医療機関・保険薬局の窓口で提出してい
た医療費請求書が２月診療分から不要に
なります。２月からは、健康保険証と各
医療費助成制度の受給者証を提示して受
診してください。なお、現在償還払いの
人は従来通りです。
また、これらの医療費助成制度の受給
者が健康保険を使用して接骨院を受診さ
れた場合の費用の助成方法は、２月診療
分から償還払いとなります。
◆指定訪問看護ステーション利用料の助
成方法変更について
乳幼児等医療費助成制度の受給者およ
び重度心身障害者医療費助成制度の受給
者（黄色の受給者証を持っている６５歳未
満の人のみ）が医師の指示により指定訪
問看護ステーションを利用したときの一
部負担金（基本利用料）の助成方法が、
２月受診分から従来の償還払い方式から
受給者に代わり市から指定訪問看護事業
者に支払う方式に変わります。
これらの受給者が２月以降ステーショ
ンを利用されるときは、健康保険証と各
受給者証を提示してください。
問福祉課（�６２１－５５１３）

燃やせるごみ・資源ごみの収集
２月１１日�は、平常どおり行います。

問生活環境課（�６２１－５２１７）

電電電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気気気式式式式式式式式式式式式生生生生生生生生生生生生ごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみ処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理理機機機機機機機機機機機機のののののののののののの
購購購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入入費費費費費費費費費費費費をををををををををををを補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助ししししししししししししまままままままままままますすすすすすすすすすすす

保険料を納められないときは…
免除制度や若年者納付猶予制度をご利用ください

病病病病病病病病病病病病児児児児児児児児児児児児・・・・・・・・・・・・病病病病病病病病病病病病後後後後後後後後後後後後児児児児児児児児児児児児デデデデデデデデデデデデイイイイイイイイイイイイササササササササササササーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビスススススススススススス 国国民民年年金金
病児・病後児デイサービスは、保育所などに通所しているお子
さんが体調を崩している時、集団保育が困難で、なおかつ保護者
のやむを得ない理由で家庭保育ができないときに利用できます。
［対象となる病気］かぜ、消化不良症など乳幼児が日常かかる疾病
やはしかなどの感染性疾患、ぜんそくなどの慢性疾病および骨折
などの外傷性疾患など。
［申し込み方法］利用申請書を実施施設（下表）に提出（申請書に
は、かかりつけ医師による病児または病後児保育が可能であると
の記載が必要）

［対象］市に住民登録し住んでいる世
帯主
［補助金額］購入金額の２分の１
（ただし限度額は３万円）
［補助台数］４５０台（１世帯につき１
台限り）
［対象機種］微生物分解方式か乾燥
方式の家庭用電気式生ごみ処理機。
なお、徳島市内の取扱店以外で購
入したり、申し込み後に送付する「承
認決定通知書」を受け取る前に購入
した場合は、補助金を交付できません
のでご注意ください。
［申し込み方法］はがきに「電気式生
ごみ処理機購入費補助希望」と明記
のうえ、住所・世帯主の名前（ふりが
な）・生年月日・電話番号を記入し、
生活環境課（〒７７０－８５７１ 幸町２
－５ �６２１－５２０２）へ。

経済的な理由などによりどうしても保険料を納められないときに、未納にしておくと将来
年金を受けられない場合があります。

【免除制度】保険料の納付が困難な場合
は左表の免除制度があります。免除が
承認されるとその期間は年金の受給資
格期間として計算され、３分の１から
６分の５が年金額に反映されます。
【若年者納付猶予制度】３０歳未満の被保
険者とその配偶者の所得が一定額以下
の場合は、被保険者が３０歳に到達する
日の前月までの保険料納付が猶予され
ます。その期間は年金の受給資格期間
として計算されますが、年金額には反
映されません。
【追納】免除や納付猶予を受けた期間の
保険料は１０年以内なら追納可能で、将
来の年金額に反映されます。

［申請方法］年金手帳、印鑑などを持参し保険年金課１０番窓口（市役所１階）へ。代理申請の
場合は代理人の身分証明書が必要。［問い合わせ先］保険年金課（�６２１－５１６２）［問い合わせ先］保育課（�６２１－５１９３）

四国大学附属保育所

保育所

病後児

寺島本町西２丁目３５－９

６０２－４８６０

月～金曜日は８：３０～１８：００，土曜日は１７：００まで

２人

１日２，０００円（昼食、おやつ代は含まない）※生活保護世帯・市民税非
課税世帯は無料、所得税非課税世帯は１，０００円

川内わかば保育園

保育所

病後児

川内町鶴島４番地の１

６６５－７７６８

２人

田山チャイルドクリニック

医療機関

病児・病後児

北矢三町三丁目３－４１

６３３－２０５５

４人

藤岡クリニック

医療機関

病児・病後児

昭和町８丁目６６番地

６２２－００１２

４人

施設名

種 別

対 象

住 所

電 話

時 間

定 員

利用料金

受給時

年金額に
３分の１
が反映

年金額に
２分の１
が反映
年金額に
３分の２
が反映
年金額に
６分の５
が反映

保険料

全額
免除

月額
３，５３０円

月額
７，０５０円

月額
１０，５８０円

区 分
・障害基礎年金の受給権者になった
とき
・生活保護（生活扶助）を受けている
とき（生活保護を受け始めたとき、廃止
になったときは、届け出が必要）
所得が一定額以下で、保険料の納付
が困難な人は、申請により保険料の全
額を免除
所得が一定額以下で、保険料の全額
納付が困難な人は、申請により保険料
の４分の３を免除。
所得が一定額以下で、保険料の全額
納付が困難な人は、申請により保険料
の半額を免除。
所得が一定額以下で、保険料の全額
納付が困難な人は、申請により保険料
の４分の１を免除。

法
定
免
除

申
請
免
除

徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。
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始
ま
っ
て
い
ま
す

「
緊
急
地
震
速
報
」

徳
島
市
で

は
、
昨
年
１

月
１５
日
か
ら

事
業
所
を
地

域
に
お
け
る

重
要
な
防
災

力
と
考
え
、

防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し

て
登
録
す
る

「
徳
島
市
防

災
協
力
事
業

所
登
録
制

度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、

東
南
海
・
南

海
地
震
な
ど

の
広
域
的
な

災
害
や
大
規

模
災
害
の
発

生
時
に
お
い

て
、
登
録
し

た
事
業
所
の

防
災
協
力
活

動
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
な

ど
、
住
民
、
町
内
会
、
事
業
所
な
ど

が
助
け
合
う
「
共
助
」
の
取
り
組
み

を
促
進
し
て
、
地
域
防
災
力
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
登
録
し
て
い
る
の
は
、
サ

ー
ビ
ス
業
、
飲
食
・
宿
泊
業
、
卸
売

・
小
売
業
、
運
輸
業
、
建
設
業
な
ど

３１
事
業
所
５０
カ
所（
１
月
１０
日
現
在
）。

登
録
し
た
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
希

望
に
よ
り
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
制
度
の

内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
１０
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
緊
急

地
震
速
報
」
は
、
大
き
な
揺
れ
が
迫

っ
て
い
る
こ
と
を
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

に
よ
る
放
送
な
ど
で
、
広
く
皆
さ
ん

に
知
ら
せ
る
情
報
で
す
。
こ
の
情
報

は
、
提
供
か
ら
大
き
な
揺
れ
が
来
る

ま
で
の
時
間
が
、
長
い
場
合
で
も
数

十
秒
程
度
で
、
震
源
に
近
い
と
こ
ろ

で
は
大
き
な
揺
れ
に
間
に
合
わ
な
い

場
合
が
あ
る
な
ど
技
術
的
な
限
界
も

あ
り
ま
す
が
、
た
と
え
わ
ず
か
な
時

間
で
あ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

災
害
時
は
「
周
囲
の
状
況
に
応
じ

て
、
あ
わ
て
ず
に
、
身
の
安
全
を
確

保
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、

日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

い
い
の
か
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
家
庭
で
は
…
頭
を
保
護
し
、
丈
夫

な
机
の
下
な
ど
に
隠
れ
る
。
あ
わ
て

て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

▽
人
が
大
勢
い
る
施
設
で
は
…
係
員

の
指
示
に
従
う
。
落
ち
着
い
て
行
動

し
、
あ
わ
て
て
走
り
出
さ
な
い

▽
自
動
車
運
転
中
は
…
あ
わ
て
て
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
な
い
。
ハ
ザ
ー
ド
ラ

ン
プ
を
点
灯
し
、
緩
や
か
に
速
度
を

落
と
し
、
道
路
の
左
側
に
停
止
す
る

▽
屋
外
で
は
…
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、

看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下
な
ど

に
注
意
す
る
。
建
物
か
ら
離
れ
る

地地地地域域域域のののの防防防防災災災災力力力力アアアアッッッッププププののののたたたためめめめにににに！！！！
防災協力事業所への登録を募集しています

男女共同参画公開講座

「ひとりひとりが輝く社会をめざして」
徳島市では、だれもが人として心豊かに生きることがで

きる男女共同参画社会の実現を目指して「男女共同参
画プラン・とくしま」の推進に取り組んでいます。
女性センターでは、このプランの講座として男女共同参

画公開講座を次のとおり開催します。参加は無料です。
［とき］２月２１日�
１３：３０～１５：００
［ところ］市役所１３階大会議室
［内容］関西大学教授・白石真
澄さん＝写真＝の講演「ひとりひ
とりが輝く社会をめざして」
［定員］２００人（先着）
［申し込み方法］電話またはファ
クスで女性センター（�６２４－２６
１１ �６２４－２６１２）へ。手話通訳が必要な人は申し出て
ください。

私
た
ち
は
、
食
事
の
時
に
、
テ
ー

ブ
ル
の
上
や
指
先
の
汚
れ
を
ふ
く
た

め
に
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
よ
く
使
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
仕
事
場
で
も
そ
れ
ぞ

れ
の
机
に
置
い
て
あ
り
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
は
、
安
売
り
の

際
に
ま
と
め
買
い
す
る
機
会
も
多
く
、

結
果
と
し
て
各
家
庭
や
仕
事
場
で
の

消
費
量
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
ふ
き
ん
や

タ
オ
ル
を
常
に
用
意
し
て
お
き
、
お

茶
を
こ
ぼ
し
た
時
な
ど
は
、
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
は
使
わ
ず
に
、
ふ
き
ん
や

タ
オ
ル
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

鼻
を
か
む

時
な
ど
、

や
む
を
得

ず
使
用
す

る
と
き
も
、

１
回
あ
た

り
の
使
用
枚
数
を
１
枚
に
す
る
こ
と

で
、
消
費
量
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

新
品
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
１
箱
の
重
さ

は
中
身
も
含
め
る
と
２

５
０
㌘
で
、
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
１
巻
は
１
２
０

㌘
。
各
家
庭
で
の
使
用

量
を
毎
月
そ
れ
ぞ
れ
１

つ
ず
つ
減
ら
す
と
、
市

内
の
１１
万
世
帯
で
は
年

間
で
４
８
８
㌧
も
の
ご

み
の
減
量
が
可
能
と
な

り
、
約
６
０
０
万
円
の

ご
み
処
理
費
用
が
削
減

で
き
ま
す
。

ま
た
、
燃
や
せ
る
ご

み
の
日
に
出
さ
れ
た
ご

み
袋
の
中
を
見
て
み
る

と
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
の
空
き
箱
や
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
・
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
紙
製

の
し
ん
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
空
き
箱
や
紙
製
の

し
ん
は
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
紙
パ

ッ
ク
の
日
に
雑
誌
と
一
緒
に
ひ
も
で

縛
っ
て
出
す
と
、
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
に
大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ごご
みみ
減減
量量
徳徳
島島
市市
民民
大大
作作
戦戦
№№
１１３３

テテ
ィィ
ッッ
シシ
ュュ
ペペ
ーー
パパ
ーー
、、ペペ
ーー
パパ
ーー
タタ
オオ
ルル
のの

使使
用用
枚枚
数数
をを
減減
らら
そそ
うう
！！

ごみゼロん！

▲ごみ減量マスコット

とくしま動物園ボランティア募集
とくしま動物園では、動物とのふれあいの際の補助や動
物ガイド、紙芝居、着ぐるみ散歩など園内イベントの補助
を行う「とくしま動物園ボランティア・第４期生」を募集しま
す。
［応募資格］満１８歳以上で、養成講座（下表）に参加でき、
１年間（月１回以上）活動できる人
［募集人数］約２０
人（応募多数の
場合は選考させ
ていただきます）
［申し込み方法］
動物園にある申
込書（徳島市ホ
ームページにも掲
載）に必要事項を記入し、２月７日�（必着）までに、直
接、または郵送、ファクスで、とくしま動物園（〒７７１－４２６７
渋野町入道２２－１ �６３６－３２１８）へ。

［問い合わせ先］とくしま動物園（�６３６－３２１５）

▼▼水水道道局局ののママススココッットトキキャャララククタターー▼▼
とくしま動物園ボランティア養成講座

愛称が決まりました！
水道局のマスコットキャラクターの
愛称を募集したところ、たくさんの応
募をいただき、ありがとうございました。
選考の結果、「みずまるくん」に決定し
ました。これから水道局の広報キャラ
クターとして頑張りますので、よろしくお
願いします。
［問い合わせ先］水道局経営企画課
（�６２３－２４１９）

※いずれも、時間は１３：００～１６：００。とくしま動物園で。

徳島城博物館春の企画展「ひな人形の世界」阿波おどり会館めぐり ２／１１�まで
阿波おどり会館を利用された人に、ペア宿泊券や観光物産品などの豪華

賞品が当たるプレゼント応募券を進呈します。
［対象］期間中、阿波おどり会館の入場券を購入された人、または同館ショッ
プ「あるでよ徳島」で買い物をされた人
※また、３種セット券（阿波おどりミュージアム・昼の阿波おどり公演・眉山ロー
プウェイ）を購入し、スタンプカードに３カ所押印すれば、郷土料理（祖谷そば・焼き餅など）の試食
ができます。［問い合わせ先］阿波おどり会館（�６１１－１６１１）

今年は「源氏物語千年紀」を記
念し、初公開の「御殿飾（ごてんか
ざり）」や公家装束を正確に表現し
た「有職雛（ゆうそくびな）」、実際の
「女房装束（十二単）」などを展示
します。
［とき］２月８日�～４月６日�
９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
［入館料］大人３００円、高校・大学
生２００円、中学生以下無料
［休館日］２月１１日を除く毎週月曜日、２月１２日�、３月２１日�
◆関連行事「お雛様に変身」参加者募集！
［とき］２月２４日�１３：００～１６：００（時間指定あり）［参加対象］小学生以上
［申し込み方法］往復はがきに、名前、年齢、身長、住所、電話番号、返信
あて名を記入し、２月１４日�（必着）までに徳島城博物館（〒７７０－０８５１
徳島町城内１－８）へ。定員６０人（応募多数の場合は抽選）。
◆徳島城射初め演武＆新成人記念射会
［とき］２月１０日�１０：００～（新成人記念射会は１３：００～）雨天時は１１日
［ところ］旧徳島城表御殿庭園
［演武］徳島城射初め保存会（浦上同門会有志）
［問い合わせ先］徳島城博物館（�６５６－２５２５）

NPOボランティア体験参加者募集
A：コミュニティ・ガーデン作業体験コース【徳島共生塾一歩会】＝写真［と
き］３月２日�９：００～１２：００［ところ］昭和コミュニティ・ガーデン（昭和町
８、末広大橋高架下）［定員］２０人
B：リサイクルショップ作業体験コース【太陽と緑の会】
［とき］３月１４日�９：００～１２：００［ところ］太陽と緑の会（国府町南岩延）
［定員］４人（中学生以上）
C：新町川清掃体験コース【新町川を守る会】
［とき］３月１５日�１３：００～１５：００［ところ］両国橋下、船着場［定員］なし
※【 】は体験を受け入れるNPO名。いずれも参加無料。
［申し込み方法］各コースとも２月１７日�までに、徳島市市民活力開発センター（�６１１－３８８６）へ。
複数参加可。小学生以下は保護者同伴で。

内容

概論、動物解説
（ほ乳類・鳥類）、
衛生管理、ふれあ
い実習

開催日

２月１７日�

２月２４日�

３月２日�

回

第１回

第２回

第３回

▲有職雛（小直衣）

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈生
活
環
境
課
�

（
６
２
１
）
５
２
０
２

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈危
機
管
理
課
�

（
６
２
１
）
５
５
２
７

４

編集 広報広聴課 �６２１‐５０９１ �６５５‐９９９０ e-mail : koho@city.tokushima.tokushima.jp
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